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地質調査所研究本館

筑波研究学園都市に建設された地質調査所の研究本館SRC造地下1

階･地上8階総床面積25,454m2平面的に逆“Z"字を准す3棟か

ら構成され中央棟(写真正面の部分)には管理部門資料部門電算

機室共用大型機器分析室及ぴ研究室が配置され左及び右翼棟には実

験室及ぴ研究室淡配置されている.正面向って左手の玄関ホｰノレは2

階部分までの吹抜けで右側壁面には日本列島の地質構造区分を模した

岩石モザイク貼りが設置されている(縮尺約25万分の1使用岩石は国

産の建築石材23種類)研究本館の外壁面は褐色系の打ち込みタイル貼

りである.両翼棟の屋上には実験室からの排気を処理するためのスク

ラハｰポ設置されている.なお研究本館の右側には深部地質実験棟･

海洋実験棟･機械棟及び実験地学研究棟からなる第2研究本鏑R1棟

試作棟及びその他実験棟淋左側には標本館カミ設置され2階の渡り廊下

で結ばれている､(文筑波計画室写真正井義郎)�


